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▲今後の支援の在り方について話し合ったシンポジウム

▲ 合宿の成果を披露する福島県の子どもたち
＝8月11日、岡山市立妹尾小学校

資源植物科学研究所
か“保存・研究するオオ
ムキ”の種子を手にする
佐藤教授▶

◀ とんかちプロジェクトが岩手県山田
町で配った工具類＝7月10日

▲ 活動報告を行うとん
かちプロジェクト代表
の山本准教授

▲宮城県南三陸町でふんばろうメンバーらは支援物資の
　家電配布に参加した＝8月1日

東日本大震災
被災地支援のために…
今、そしてこれから岡山大にできること
東日本大震災は 3月 11 日の発生から半年あまりが経った。巨大な揺れ

と沿岸部を襲った未曽有の津波は 1万５千人以上の命を奪い、4000 人

以上が現在も行方不明のままだ。被災地では復興の歩みが始まったもの

の、東京電力福島第一原発事故は収束せず、今なお多くの被災者たちが、

不自由な暮らしを余儀なくされている。「自分たちにできることは何か」

「岡山から支援を続けたい」。さまざまな思いを胸に、支援活動を続ける

学生や教職員の取り組みを紹介する。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
取
り

組
む
学
生
や
教
職
員
ら
に
よ
る
合
同
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
８
月
27
日
、
津
島
地
区
で
開

か
れ
た
。
３
団
体
の
代
表
者
が
活
動
を
報

告
し
、
約
30
人
が
今
後
の
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

報
告
し
た
の
は
、
岡
山
県
内
の
高
校

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
の
こ
ぎ
り
や
金
づ

ち
な
ど
約
1
8
5
0
点
を
宮
城
、
岩
手
、

福
島
県
の
大
工
や
一
般
の
人
た
ち
に
届

け
た
「
と
ん
か
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
代

表
・
山
本
和
史
教
育
学
研
究
科
准
教
授
）

▽
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
学

生
ら
に
よ
る
報
告
会
を
開
い
た
り
、
福
島

県
の
子
ど
も
た
ち
の
合
宿
受
け
入
れ
な
ど

を
行
っ
た
「
お
か
や
ま
バ
ト
ン
」（
代
表
・

工
学
部
3
年
佐
々
木
康
裕
さ
ん
）
▽
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
必
要
な
物
資
を

必
要
な
人
に
送
っ
て
い
る
「
ふ
ん
ば
ろ
う

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＠
岡
山
」（
代

表
・
大
浦
ま
り
子
保
健
学
研
究
科
助
教
）

―
の
３
団
体
。

７
月
上
旬
に
４
日
間
、
被
災
地
入
り

し
た
山
本
准
教
授
は
「
農
業
や
漁
業
を
し

た
く
て
も
で
き
な
い
人
が
大
勢
い
た
」
と

振
り
返
り
、
佐
々
木
さ
ん
は
「
福
島
の
子

ど
も
た
ち
は
思
っ
て
い
た
よ
り
ず
っ
と
強

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
先
も
頑
張
っ
て
い
っ

て
く
れ
る
と
思
う
」
と
話
し
た
。
ふ
ん
ば

ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
城
道
治
さ
ん
は

「
東
北
へ
行
く
の
は
難
し
い
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
利
用
し
、
１
人
で
も
多
く
の
人

に
物
資
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

「
未
来
を
紡
ぐ
被
災
者
支
援
」
と
題
し
、

３
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
討
論
。
現
在
の

支
援
の
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、「
現
地
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
結
び
つ
き
が
求
め

ら
れ
る
」「
被
災
者
の
心
の
支
援
が
必
要
」

「
も
っ
と
多
く
の
人
に
関
心
を
持
ち
続
け

て
も
ら
い
た
い
」と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

学
生
と
職
員
の
有
志
約
10
人
で
つ
く
る

「
お
か
や
ま
バ
ト
ン
」
は
８
月
５
〜
12
日
、

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
1
原

発
事
故
の
影
響
で
、
不
自
由
な
生
活
を
送

る
福
島
市
の
子
ど
も
た
ち
を
岡
山
に
招
待

し
た
。

合
宿
地
を
探
し
て
い
た
日
本
舞
踊
と
三

味
線
教
室
に
通
う
子
ど
も
た
ち
21
人
と
指

導
者
4
人
が
来
岡
。
宿
泊
先
の
岡
山
市
内

の
寺
で
毎
朝
、
舞
踊
や
三
味
線
を
練
習
し

な
が
ら
、
夏
祭
り
「
う
ら
じ
ゃ
お
ど
り
」

に
参
加
し
た
り
、
海
水
浴
を
楽
し
む
な
ど

夏
休
み
の
思
い
出
を
作
っ
た
。

11
日
に
は
、岡
山
市
立
妹
尾
小
学
校（
同

市
南
区
妹
尾
）
で
合
宿
の
成
果
を
発
表
。

資源植物科学研究所（倉敷市中央）は東日
本大震災で津波の被害を受けた農地の復興支
援プロジェクトに取り組むための予算を平成
24 年度概算要求に提出した。研究所が保存
するオオムギ約１万４千種の中から耐塩、耐
湿性に優れた品種を選び、被災地の水田で栽
培し、農地の修復を目指す。
一般的に塩分濃度の高い土壌では根から養

分吸収が十分できず、植物は枯死してしま
う。農林水産省の推計では今回の津波で、岩
手、宮城、福島県などで約２万 3600㌶の農
地に海水が流入、冠水。このうち、被害を受
けた水田は千葉県以北の６県で計２万 150㌶
とされる。従来品種では農業継続が困難なた
め、世界の四大拠点の一つとされる研究所の
オオムギ遺伝資源のコレクションを活用する。
研究所は７千を超えるオオムギ品種を塩水

処理によって選抜し、塩害に強い外国産のオ
オムギ数種類をすでに選定。北関東原産の優
良種と交雑し、遺伝子解析によって現地で栽
培しやすい新品種の開発を行う。さらに湿害
に強い品種の交雑も進めており、2014 年ご
ろまでには、現地で実証栽培を始める計画。
栽培地として想定するのは宮城県と福島県。

同研究所は「イネと大麦の二毛作が実現すれ
ば、ダメージを受けた農家の収入確保にもつ
ながる。隣接する栃木、茨城、群馬県などは
オオムギの一大産地でもあり、東北南部でも
栽培は可能だろう」という。９月には宮城県
の復興担当者とともに現地調査を予定してい
る。
また、東京電力福島第 1 原発事故の影響

を受けた放射性物質による土壌汚染に関して、
研究所が保存しているオオムギ、イネのほか
１万７千種の野生植物の中から、放射性物質
の種子や葉などへの集積率が異なる植物種を
特定し、放射性物質の植物による吸収や土壌
汚染の除去についての情報を得る計画もある。
附属大麦・野生植物資源研究センター長の

佐藤和広教授は「作物を栽培し農業を続ける
ことができる環境を提供することが重要。農
家に希望を与えるような成果を出したい」と
している。

頑張ろう　日本

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

福
島
県
の
民
謡
に
合
わ
せ
て
舞
や
三
味
線

演
奏
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
児
童
や
地
域

住
民
ら
約
4
0
0
人
か
ら
大
き
な
拍
手

を
受
け
た
。
最
後
は
全
員
で「
妹
尾
音
頭
」

と
「
う
ら
じ
ゃ
」

を
踊
り
、
交
流

を
深
め
た
。
子

ど
も
た
ち
は「
岡

山
で
の
び
の
び

と
練
習
で
き
た
」

「
岡
山
で
元
気
を

も
ら
っ
た
」
な

ど
と
笑
顔
を
見

せ
て
い
た
。


